
様式３ 

「福祉サービス第三者評価」等を踏まえたサービス改善計画・実施状況 
 

施設名 特別養護老人ホームクレイン 施設番号 K２０５ 

 

 
 
 
 
項目 

評価結果に基づく現状分析 
（令和６年度） 

改善計画 
（令和６年度末時点） 

実施状況（予定を含む） 
（令和７年４月３０日時点） 

左記実施状況に実施予定が

あった場合の実施状況 
（    年４月３０日時点） 

「提供する

サービスの

標 準 化 に

向 け 、 マ

ニュアルの

再編もしく

は 代 替 機

能の充実を

図ることを

期 待 し た

い」件につ

いて 

各業務や感染症対策、虐待防

止、防災等のマニュアルを作成

し、内容や手順の変更は、事案

が発生した時に各委員会で協

議し対応している。見直し後は

変更事項を記載した文書を作成

し、冊子形式に拘らずスタッフ

ルーム内に担当職員が見やす

い形で掲示している。当施設で

は全職種が参加するカンファレ

ンスで随時ができることがマニュ

アルの代わりになり、実践で活

用できるマニュアルがあればカ

ンファレンスの比重を減らせると

の考えもある。今後、業務の水

準をどのように向上させていく

か、方針を定めて取り組みを進

めていくことを期待したい。 

新入職員へのオリエンテー

ション及び研修を法人各部

門職員で実施、マニュアル

の見直し及び再編し、外国

籍職員にも理解がしやすい

ように見直しを図った。 

 

１ 実施済み 

 

２ 実施予定 

（     年  月ごろ） 

 具体的には以下のとおりです。 

新入職員へのオリエンテーショ

ンの際に法人各部門の職員が

研修を担当し、入職当初よりマ

ニュアルに基づく業務に対応が

可能な研修を実施している。同

時に、外国籍職員にも深く理解

が可能なようにマニュアルの見

直しを図り、マニュアルに基づく

標準化された業務を目的とし、

カンファレンスが本来の業務とな

るよう見直しを図った。 

１ 実施済み 

（      年   月） 
 

 具体的には以下のとおり

です。 

 

 

 

 

 

 

「個々の利

用者やそれ

ぞれの場面

に応じたコ

ミュニケー

ションのあり

方について

検 討 し 、

サービスの

質の向上に

つなげてい

く」件 

について 

介護、医療、栄養、機能訓練な

ど多方面から利用者が楽しく過

ごす為の支援をしている。食事

や入浴介助では表情や目線を

確認して、できる限り利用者の

意向を尊重し、会議者のペース

にならないよう、行き過ぎた介助

を避けるなどの注意をしている。

排泄介助の際の声掛けや誘導

は利用者が羞恥心を感じること

のないように配慮している。職員

は、利用者の体調や気持ちの

変化に目を向けて、個々の利用

者やそれぞれの場面に応じたコ

ミュニケーションのあり方につい

て検討し、共通認識をもつことが

更なるサービスの向上につな

がっていくと考えられる。 

 

多職種にて週に一度サービス

担当者会議を実施、利用者ごと

に個別に諸問題を検討、統一し

たケアをすることによりサービス

の質の向上へつなげている。 

 
１ 実施済み 
 
２ 実施予定 

（     年  月ごろ） 
 
 具体的には以下のとおりです。 

週に一度業務に関係する多職

種にてサービス担当者会議を開

催し、利用者ごとの諸問題につ

いてそれぞれ個別に問題点を

認識及び検討し、カンファレンス

及びマニュアルに基づき統一さ

れたケアを実施することにより、

より良いサービスの向上へとつ

なげている。 

１ 実施済み 

（      年   月） 
 

 具体的には以下のとおり

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 
「人事施策

の見直しに

より職員の

応 募 増加

や 定 着率

向上につな

がる魅力あ

る職場作り

ができれば

職 員 の 負

担軽減がで

きる」件 

について 

職員が退職してから募集をして

採用に至るまで、毎回時間がか

かり、その間職員の負担が多く

なってしまう。採用の枠は用意し

ているが、なかなか埋まらない現

状が見られる。職員の工夫や発

案が活かされる職場風土、恒常

的な残業が無く休暇が取りやす

い職場、研修受講の機会が多

い長く働く結果を想定できるキャ

リアパスなど施設の魅力づくりを

行い、情報発信することにより入

職希望者を増やしたい。さらに

職員の定着率の向上につなげ

ていくことが望まれる。介護職員

の育成、職員が辞めない職場環

境の醸成のために業務改善会

議の実施を検討している。 

 

多方面に渡り、求人広告を出

し、「リファラル」採用規程を整備

した。定期的に面談を実施し、

職員と意見交換を行い、職場環

境の改善に努めている。 

 
１ 実施済み 
 
２ 実施予定 

（     年  月ごろ） 
 
 具体的には以下のとおりです。 

職員の求人及び採用について

は各種媒体を活用し多方面に

求人広告を掲載している。また

「リファラル採用」が可能となるよ

う規定の再整備を実施した。現

在業務についている職員への

対応としては、定期的な面談な

ど実施し、職員が認識している

業務上の問題などを業務改善

会議にて検討している。 

１ 実施済み 

（      年   月） 

 

 具体的には以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この様式は、「東京都民間社会福祉施設サービス推進費補助金交付要綱」等の規定に基づき、利用者の皆様にお知らせするためのものです。 

※「項目」は、第三者評価における「さらなる改善が望まれる点」などを参照に、施設が独自に決めています。 

※第三者評価(又は利用者に対する調査)の結果は、施設において公表しているほか、「とうきょう福祉ナビゲーション」によりインターネットでも閲覧できます。 


